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意見交換会実施報告書 

開催日時 平成２４年１２月４日（火） 午後７時００分 ～ 午後８時３５分 

開催場所 米山町農村環境改善センター（視聴覚講座室） 

出席議員 

代表者 庄子 喜一     司会者 星  順一 

報告者 及川 昌憲 

記録者 阿部 正一、 熊谷 憲雄、 工藤 淳子 

参加市民数 ８人 

実

施

内

容

報

告 

議会報告 

○ 議会・委員会などの開催状況 

○ 議員の活動状況 

○ 市議会改革推進会議を設置 

○ 議員定数について 

意見交換 

（議員定数について） 

Ｑ 定数削減は今度の議会にはかられるのか。 

Ａ このあと参考人から意見聴取し、２月の定例会に上程して手続きをするこ

とになります。 

Ｑ 議員定数に対する各会派の考え方は。 

Ａ（登米フォーラム）隣接する石巻市・気仙沼市・大崎市・栗原市・一関市の

うち、本市より人口の多い石巻市と大崎市が 30人に削減することから、

人口比から 24 名が望ましいと思います。 

 （新・立志の会）合併時と比較した人口減少、歳費の削減を考慮しながらも、

多様な課題解決の重要な組織としての機能保全を図る上で大幅な削減は

控えるべきで、４常任員会より各１名ずつの減とし、４名減の 26 名が妥

当と考えます。 

 （日本共産党市議団）議会として市民の声を聞いて、地域の要望の応えるに

は今の 30人の定数は必要だと思います。 

 （登米・みらい２１）定数を減らしても議会への信頼は回復しません。定数

削減の前に改革しなければなりません。議会は新しい議員が絶えず入っ

てくる澱みのない議会を作る必要があります。魅力ある議会づくりのた

めには身近で成果の見える議会、存在感のある議会へと発信力を強める

必要があります。そのためには政策集団としての会派の結束を深め、論

戦を強化し議会を主導しなければなりません。また、政策を考えるタウ

ンミーティングなどの定期開催等、市民現場の問題、課題に向き合い地

域密着の方向に舵を取り、常任委員会、特別委員会活動を展開、市民の

思いが政策として実現できる体質に改めなければなりません。そのため

にも、通年議会制度はこの実践のツールと思います。定数の大幅削減は

もう少し先にすべきと考えます。しかし難しい改革を市民にお願いする

前に議会自ら率先し定数削減する意義も重要と考えます。 
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 （会派に属さない議員）削減すると、地域の声をしっかり届ける機能が損な

われる恐れがあります。将来は削減も必要ですが、今の段階では 30人で

しっかりやるべきと思います。登米フォーラムや登米みらい２１と同じ

考えで、26 人がいいという人もいます。 

○ 定数削減して病院運営にまわしてもらいたい。 

○ 定数を減らすというのは自分の首を絞めることになるのでは。自分たちで

どこまでやる気があるのか。 

○ 定数が削減になっても、仕事ができると思っているのか。現状どおりにや

っていけると思っているのか。震災後の今こそ、将来に向かっての基盤づく

りが必要だ。 

○ 定数削減になると、それが町段階まで削減の方向へ、影響が危惧される。 

○ 定数は現状維持に賛成。 

○ 登米フォーラムは 24 人の定数の考えだが、24 人分の報酬を、定数を減ら

さずに 30人で割った額を議員報酬にすべき。 

○ 定数はこの４年間だけはこのままでいい。８年位は変えない方がいい。 

○ 今期だけでやめる人もいるようだから、26人位がちょうどいい。 

 

（その他の事項について） 

Ｑ 議員報酬に政務調査費が入っているのか。 

Ａ 政務調査費は入っていません。この他に、会派に議員一人当たり１カ月２

万５千円になっています。 

Ｑ 病院の経営状況はどうなっているのか。累積赤字は増えているのか。 

Ａ 改革プランで、目標計画を立てて取り組んでいます。前年対比では、患者

数が増えています。累積赤字は大幅には改善されていません。現在救急病棟

を整備しています。 

Ｑ 議会だよりで、議員が質問した内容がその後どうなっているのかわからな

い。一方通行になっている感じがする。 

Ａ とても大切なことだと思います。その後どうなったかは、自分が言ったこ

とについて、個人個人それを追い求めています。それを市民に知らせるには、

次の質問の中でしか伝えるしかない。今度執行部から、議員が質問したこと

に対し、どの様に対応したかということを表(文章)にして出してもらうこと

になりました。執行部側は言われたことをただそのまま放おっておけなくな

りました。今議会改革の中で政策調整会議を作り、議会全体として市に申し

入れ、政策提案していくための努力しているところです。 

Ｑ 一人会派の議員は会派活動ができるのか。 

Ａ 基本的に会派と同じように研修活動や広報活動をしています。 

 

要望・提言等 
○ 議員年金が廃止になったが、その分市民の税負担は減っているのか。 

○ 指定管理はいい面もあるが、準備体制が整わないのに、急いでやろうとし
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ている。 

○ 道路がだいぶ傷んでいる所がみられる。修復してほしい。 

○ 議会傍聴に行くと、だいぶ寝ている人がいる。長い人で３０分位。代表質

問している人は真剣になっている。３階からすっかり見える、みっともない。 

○ 委員会は何回やってもいいが、議会の期間は長くしない方がいい。 

 

その他 

特記事項 

 

 

 

 


